
行事予定 

２日(金) 避難訓練 

６日(火) 歯科検診 

９日(金) 身体計測 

１５日(木) 健康診断 

１７日(土) お弁当日 

 

⚫ 6月 1日は『衣替えの日』 

これからの本格的な夏に向けて半袖や風通しの良い衣服を着て登園するようにお願いします。

下着のシャツは、汗を吸い取ってくれる機能がありますので、着用をお勧めします。また、汗

をかいたらこまめに着替えをおこないますので、多めの着替えのご用意をお願いします。 

⚫ タオルをご用意ください！ 

絵の具遊びをしたり、汗をたくさんかいたりしたときは、シャワーを浴びることがあります。

ロッカーにお子さんの身体を拭ける大きさのタオルを１枚入れてくださると助かります。 

 

 

 

 

 

「九州北部が梅雨入りした」と気象庁が発表しました。今年は本格的な梅雨となるのでしょうか。最

近、全国的に地震の発生が続いたり、ここ数年は、線状降水帯の発生が増加したりと、自然災害が心配

な状況が続いています。今月の避難訓練は「大地震・大津波」を想定し、行う予定にしています。実際

に災害に合わないことが一番ですが、もしもの時には、慌てることなく、みんなの命を守る行動をとれ

るよう、気を引き締めて訓練に参加しようと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

お願いします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 ６ 月 号 

キッドワールドサード保育園 

園 長  遠 藤  靖 子 

歯科検診について 

虫歯等なにか異状がある

場合のみ「歯科治療票」を

お渡しいたします。早めに

受診し、結果を園へ提出し

てください。 

お弁当日は・・・ 

１７日(土)です。 

お弁当と食具を持たせてく

ださい。おやつ・飲み物は園

で準備いたします。 

１日保育士体験について 
～子どもたちの１日を「保育士」と一緒に見守りながら過ごしてみませんか？～ 

  

保護者の皆様にとって、お子様が園でどういう生活を送っているのかが、一番気になるところだ

と思います。そこで、今年度はじめての試みとして「１日保育士体験」を行います。できる限り、い

つもの子どもたちの様子を見てもらえるよう、月曜日～金曜日、１日につき１名限定で受け入れを

行います。 

 受け入れ可能な日や時間については、後日申込書を添えた詳細を配付いたします。 

 現時点での開始予定は６月１２日(月)です。その後、年度一杯受け入れを行う予定です。 

 ※ 強制参加ではありません。あくまでも希望者との話し合い、調整の上で行います。 



・・・今月は「お友だち」について書いてみたいと思います・・・  

 

０歳児クラスの様子を担任に聞いていた時のことです。 

「最近、Aくんが Bくんの登園を待ってるんですよ。登園してきたのが分かったら、とても嬉

しそうに笑うんです！」 

と、教えてくれました。 

まだまだ一人遊びが中心の０歳児さんですが、毎日同じ空間で顔を合わせていることで「い

ないと寂しい」「一緒にいることが嬉しい！」という感情がしっかり育っているんだと気づかせ

てくれました。 

 

その様子を聞いた後に１歳児さんの様子を見てみました。 

お友だちがしていることが気になる、お友だちの名前を呼んで保育士に

確認する、顔を見合わせて笑う、同じおもちゃを使いたがる・・・などな

ど、かなり相手を意識し始めています。 

職員室で飼っているメダカを見ている時など、一人が「タイタイ！」と

言うと他の子も「タイタイ」と言って水槽を指

さします。保育士が「メダカさんって言うんだ

よ。」と声をかけると、争うように「メダカ！！！」と言おうと真似を

し始める・・・。そして、同じことが言えると繰り返して満足そうに

笑い合うといった感じです。 

 

それでは、２歳児さんはどうでしょう？ 

かなり仲間意識が出て来ています。毎日の出席確認の時、

お休みのお友だちの名前をすぐに言ったり、戸外に出るとき

に、まだ準備をしているお友だちがいると、待っていてくれ

たりします。   

そして、色々なことに興味を示し「何？」「なぜ？」攻撃が

増えています。一人が保育士のしていることに気づき「先生、

それ何？」と声をかけようもんなら、周りは２歳児さんに囲

まれる・・・と言った感じです。仲間の行動、周囲の人や物

の変化を敏感に捉えています。 

言葉の獲得も目覚ましく、自分の気持ちをどうにか伝えよ

うと、一生懸命です。 

 

どの年齢も、身近にいるお友だちは、影響を与え合う存在です。 

家庭から外へ出て、毎日顔を合わせる初めてのお友だち。一緒に過ごすことが当たり前のよ

うで、当たり前ではない、大切な存在。「また来てね～！」「また遊ぼうね～！」に込められた

子どもたちの気持ちを受け止め、その関係性をしっかりと築けるような保育をしていきたいと

思います。 


